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Ｊリーグ2025年シーズンがいよいよ開幕します！
Ｊ３のガイナーレ鳥取は２月16日（日）、アウェイでアスル
クラロ沼津との開幕戦。2024年の最終順位は13位、夏から
晩秋にかけての白星の積み上げは見ごたえがありました。
新加入の選手を迎え、パワーアップした
ガイナーレ鳥取の活躍に期待です。
Axisバードスタジアムで行われるホー
ムの初戦は３月２日（日）、ヴァンラーレ
八戸との対戦になります。試合などの情
報はＱＲコードからご確認ください。

今 月 の 表 紙

多機能・高品質最新鋭設備でニーズに対応する段ボールメーカー

　　　　　　　  日  段  株  式  会  社

　　　　　 ・本社工場　 鳥取県鳥取市古海５３１� TEL：0857-26-1011�　

　　　　　 ・出石工場　 兵庫県豊岡市出石町宮内412-1� TEL：0796-52-5534�　

　　　　　 ・安来工場　 島根県安来市佐久保町496-6� TEL：0854-23-7711�　

　　　　　 グループ会社

　　　　　　 日段商事株式会社 鳥取県鳥取市富安1丁目74-3� TEL：0857-27-8320�　

ガイナーレ鳥取
（©GAINARE TOTTORI）

オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
通
年
導
入
に
つ
い
て

　

政
府
や
自
治
体
に
よ
る
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
な
ど
服
装
の
選
択
を
広
げ
る
取
り
組
み
や
、
通
年
で

服
装
の
柔
軟
化
を
認
め
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
鳥
取
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
、
働
き
や
す
く

自
由
で
柔
軟
な
発
想
を
生
み
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
目
的
に
、「
オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
　

◦
内　

容　
　

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
、
通
年
の
ス
ー
ツ
以
外
の
服
装
の
着
用
を
可
と
す
る
。

　
　

◦
実
施
日　
　

２
０
２
５
年
２
月
１
日
よ
り
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動 向

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
５
年

新
年
祝
賀
会
、叙
勲
・
褒
章
受
章
者
祝

賀
会
が
１
月
８
日（
水
）、鳥
取
市
今

町
２
丁
目
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
鳥
取
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
児
嶋
祥
悟
会
頭
ら
役

員
、議
員
、常
任
相
談
役
を
は
じ
め
、

舞
立
昇
治
参
議
院
議
員
、
藤
井
一
博

参
議
院
議
員
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知

事
、深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
ら
来
賓
を

含
め
て
約
１
３
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

国
歌
斉
唱
の
あ
と
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
児
嶋
会
頭
は
、１
２
０
０
年

以
上
経
過
し
て
も
色
あ
せ
な
い
空
海

の
言
葉「
他
人
の
た
め
に
尽
く
せ
、そ

れ
が
自
分
自
身
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

も
の
な
り
」を
引
き
合
い
に
、「
厳
し

い
情
勢
の
中
で
も
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
て
、地
域
経
済
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
く
」と
新
た
な
変
革
の

時
代
に
向
け
た
熱
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、昨
年
の
春
と
秋
の
叙
勲

を
受
章
さ
れ
た
５
人
の
う
ち
当
日
出

席
の
３
人
が
登
壇
し
、児
嶋
会
頭
か

ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

叙
勲
受
章
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

小
谷
文
夫
氏（
旭
日
双
光
章
・
警

察
管
理
運
営
功
労
、
㈱
小
銭
屋
代
表

取
締
役
）▽
油
谷
博
文
氏（
旭
日
双
光

章
・
薬
事
功
労
、
㈲
湯
所
薬
品
代
表

取
締
役
会
長
）▽
羽
馬
好
幸
氏（
旭
日

単
光
章
・
中
小
企
業
振
興
功
労
、気
高

電
機
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）▽
澤
志

郎
氏（
旭
日
小
綬
章
・
自
動
車
無
線
功

労
、自
動
車
運
送
事
業
振
興
功
労
、日

本
交
通
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）▽
長

井
い
ず
み
氏（
瑞
宝
双
光
章
・
調
停
委

員
功
労
、長
井
税
理
士
事
務
所
代
表
）

＝
順
不
同

　

こ
の
あ
と
来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て

祝
宴
に
入
り
、出
席
者
ら
は
新
年
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、今
年
１
年
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

あいさつする児嶋会頭

和やかな雰囲気で行われた新年祝賀会

油谷博文氏羽馬好幸氏 小谷文夫氏

鳥取商工会議所　新年祝賀会、叙勲・褒章受章者祝賀会鳥取商工会議所　新年祝賀会、叙勲・褒章受章者祝賀会

地域経済の発展に誓い新た地域経済の発展に誓い新た！！
新たな変革の時代に向け新たな変革の時代に向け
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
（
吉

岡
佐
和
子
部
会
長
）
は
１
月
24
日

（
金
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
で
、「
新
春
経
済

講
演
会
」
を
開
き
、
部
会
員
ら
43
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
野
村
證
券
㈱
の
東
英
憲

投
資
情
報
部
長
が
務
め
、
第
２
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
に
お
け
る
世
界
経
済
の

動
向
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
米
国
第
一
主

義
を
掲
げ
て
お
り
、
中
国
を
中
心
に

各
国
は
、
関
税
の
引
き
上
げ
や
規
制

に
対
し
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

東
講
師
は
「
第
１
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
対
中
輸
出
入
額
は
コ
ロ
ナ
禍
を
除

き
、
バ
イ
デ
ン
政
権
と
同
程
度
。
過

去
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
大
き
な
影

響
は
な
い
」
と
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

次
に
米
国
企
業
の
強
さ
の
要
因
と

し
て
、
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ

の
投
資
が
行
い
や
す
い
仕
組
み
が
、

一
旗
あ
げ
た
い
と
考
え
る
若
く
て
優

秀
な
移
民
の
獲
得
に
つ
な
が
り
、
新

し
い
企
業
を
生
む
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
注
目
の
銘
柄
と
し
て
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
紹
介
。「
人
工
衛

星
の
打
ち
上
げ
な
ど
に
よ
り
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
進
み
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
は

利
益
が
出
る
段
階
に
入
っ
て
き
た
。

今
後
、
自
動
運
転
な
ど
の
分
野
で
よ

り
精
度
の
高
い
技
術
が
活
用
さ
れ
る

だ
ろ
う
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
今
後
の
経
済
活
動

を
考
え
る
上
で
、
米
国
経
済
の
日
本

企
業
へ
の
影
響
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

報
告
＝
経
済
振
興
課
主
事
　
森
　
愛

　　
金
融
部
会
新
春
経
済
講
演
会

金
融
部
会
新
春
経
済
講
演
会

　
　
　
　

ア
メ
リ
カ
経
済
は
拡
大
予
測

ア
メ
リ
カ
経
済
は
拡
大
予
測

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　  

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
期
待
膨
ら
む

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
期
待
膨
ら
む

講演する東氏

息子へ事業承継したいと考えて金融機関に相談したところ、現経営者で
ある私からの経営者保証に加えて、後継者である息子からも保証を求め

られました。経営者保証の二重徴求は原則として禁止されていると耳にしまし
たが、どのような場合に二重徴求は許されるのでしょうか？

今回は、経営者保証の二重徴求について説明します。いわゆる経営者保
証ガイドラインに基づき、従来から事業承継における経営者保証の解消

が求められてきましたが、さらに事業承継に焦点を当てた経営者保証ガイドラインの特則が設けられる
なかで、保証の二重徴求を原則禁止すると定められています。
　そして、この特則では、事業承継時において経営者と後継者の双方から保証を徴求する「二重徴求」が
原則禁止され、以下のような場合にだけ例外的に二重徴求が許容されています。
　すなわち①後継者から保証を徴求せざるを得ないなかで、法人から経営者に対する多額の貸付金等の
債権がありこれが返済されない場合法人の金融負債返済能力が著しく減少する、つまり金融負債返済能
力について法人と経営者とが一体と評価されており、経営者に対する保証を解除することは著しく公平
を欠く場合②既に元金等の返済が滞っているなかで、経営者から後継者へ多額の資産が移転している等
の事情により当初見込んでいた経営者保証の効果が大きく損なわれるため、経営者及び後継者の双方か
ら保証を徴求しなければ金融支援が困難となる場合など
です。
　そして、たとえ二重徴求が許容される場合であっても、
一定期間ごとに適切に管理、見直しを行い二重徴求の解消
を検討すべきとされています。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
167

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 経営者保証の二重徴求経営者保証の二重徴求
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　【
来
期
（
25
年
１
～
３
月
）
見
通

し
】　
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判

断
は
０
・
０
と
前
年
同
期
の
調
査
か

ら
９
・
５
㌽
良
化
を
示
す
結
果
と
な

り
、
概
ね
の
業
種
で
改
善
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

製
造
業
は
、
大
型
投
資
案
件
が
全

体
的
に
少
な
く
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
も
の
の
、
自
動
機
関
連
や
自
動

車
関
連
の
受
注
増
加
に
対
す
る
期
待

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
種
々
の
コ
ス
ト
増
加
や

人
手
不
足
に
関
す
る
声
も
あ
り
、
未

だ
楽
観
視
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

良
化
傾
向
も
予
断
を
許
さ
な
い

良
化
傾
向
も
予
断
を
許
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
確
実
性
が
多
く
先
行
き
見
え
ず

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
４
年
10
～
12
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。回
収
率
66・６
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
１・
５
と
前
年
同
期
の
調
査
と
比
べ
７・
２

㌽
と
大
幅
に
好
転
し
ま
し
た
。項
目
別
で
も
売
上
単
価
を
除
く
項
目
で
良
化

が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
卸
売・小
売・サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、売
上
高
の

項
目
で
悪
化
。長
引
く
物
価
高
騰
が
消
費
活
動
の
弱
さ
を
露
呈
し
て
い
ま
す
。

　
来
期
見
通
し
は
、前
年
同
期
と
比
べ
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
で
良
化
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、高
止
ま
り
す
る
燃
料・
原
材
料
費
が
消
費
活
動
を

更
に
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、特
に
末
端
消
費
者
に
近
い
小
売・
サ
ー

ビ
ス
業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

2024年10～12月期　【
対
前
年
同
期
比
】
全
産
業
合
計

の
業
況
判
断
は
前
年
同
期
の
調
査
か

ら
７
・
２
㌽
好
転
し
ま
し
た
。

　

特
に
建
設
業
は
土
木
工
事
を
中
心

に
工
事
量
が
安
定
す
る
こ
と
か
ら
、

前
年
同
期
の
調
査
と
比
べ
大
幅
に
良

化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
卸
売
業
・
小
売
業
の
業

況
判
断
で
は
良
化
を
示
す
も
の
の
、

売
上
高
の
項
目
で
大
き
く
悪
化
し
て

お
り
、
長
引
く
物
価
高
騰
が
消
費
者

の
節
約
志
向
を
高
め
、
全
体
的
に
物

流
量
の
低
下
を
招
い
て
い
る
こ
と
が

伺
え
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）】

　

１
位
「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上

昇
」（
19
・
２
％
）、
２
位
「
経
費
の

増
加
」（
18
・
５
％
）、
３
位
「
人
手

不
足
」（
12
・
５
％
）
と
経
営
上
の

問
題
点
上
位
は
前
回
調
査
と
同
じ
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、「
経
費
の
増

加
」
と
回
答
す
る
企
業
の
割
合
が
増

え
ま
し
た
。

　

記
述
式
の
回
答
で
も
、「
電
気
代
・

ガ
ス
代
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が

上
昇
し
利
益
率
の
低
下
を
招
い
て
い

る
」（
製
造
業
）
の
声
の
ほ
か
、「
大

企
業
と
の
賃
金
格
差
が
際
立
っ
て
お

り
、
人
材
が
獲
得
で
き
な
い
」、「
コ

ス
ト
を
掛
け
な
い
と
人
員
確
保
が
難

し
い
」（
い
ず
れ
も
製
造
業
）
と
い
っ

た
賃
上
げ
コ
ス
ト
の
上
昇
に
言
及
す

る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
入
り
、
中
東
情
勢
は
小
康

状
態
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
長
引

く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
は
じ
め
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
再
就
任
に
伴
っ

て
、
世
界
経
済
、
国
内
経
済
が
ど
の

よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か
不
透
明
。

先
行
き
は
見
通
せ
ず
、
経
営
の
舵
取

り
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

前年同期比 （　）内は2023.10〜12月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）、Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降、ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2025.１〜３月期）
※（　）内は前年同期
　の数字

景
況
感
は
良
化
傾
向
も
コ
ス
ト
増
が
重
荷
に

景
況
感
は
良
化
傾
向
も
コ
ス
ト
増
が
重
荷
に

県連景況調査県連景況調査

「
経
費
の
増
加
」
回
答
が
増
加

「
経
費
の
増
加
」
回
答
が
増
加

建
設
業
が
好
調
を
維
持

建
設
業
が
好
調
を
維
持

動 向

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 100 3.0 （ 1.9 ） 18.2 （ 18.3 ） 1.5 （ -3.8 ） 2.1 （ -2.5 ） 1.1 （ -5.6 ） 1.5 （ -5.7 ） -5.5 （ -5.6 ） 11.6 （ 6.6 ） -2.5 （ -5.3 ） -0.5 （ -1.0 ） -6.0 （ -11.2 ） 0.0 （ -9.5 ）

製 造 業 26 9.6 （ 1.7 ） 13.5 （ 24.2 ） 0.0 （ -1.8 ） 3.9 （ -3.6 ） 7.7 （ 6.9 ） 5.8 （ 1.8 ） 1.9 （ -1.7 ） 5.8 （ 6.9 ） 0.0 （ -1.8 ） 0.0 （ -3.6 ） 5.8 （ -5.2 ） 11.6 （ -6.9 ）

非 製 造 業 74 0.7 （ 1.9 ） 19.9 （ 16.0 ） 2.1 （ -4.7 ） 1.4 （ -2.0 ） -1.4 （ -10.3 ） 0.0 （ -8.5 ） -8.1 （ -7.1 ） 13.7 （ 6.4 ） -3.4 （ -6.6 ） -0.7 （ 0.0 ）-10.1 （ -13.5 ） -4.1 （ -10.4 ）

（建　設　業） 22 13.7 （ -10.5 ） 18.2 （ 6.3 ） 11.4 （ -4.2 ） 6.9 （ 0.0 ） 9.1 （ -20.8 ） 6.9 （ -16.7 ） -9.1 （ -8.4 ） 9.1 （ 2.1 ） 4.6 （ -6.3 ） 4.6 （ 0.0 ） -6.8 （ -18.8 ） 0.0 （ -14.6 ）

（卸　売　業） 18 2.8 （ 10.6） 22.2 （ 23.7 ） 0.0 （ 0.0 ） 2.8 （ 2.7 ） -2.8 （ -2.6 ） 2.8 （ -2.8 ） -5.6 （ 0.0 ） 16.7 （ 13.2 ） 0.0 （ -2.6 ） 2.8 （ 2.7 ） -8.4 （ -13.2 ） -2.8 （ -5.6 ）

（小　売　業） 19 -13.2 （ 2.7 ） 16.7 （ 23.7 ） -7.9 （ -7.9 ） -7.9 （ -7.9 ）-10.5 （ -13.2 ） -7.9 （ -10.6 ）-13.2 （ -18.4 ） 19.4 （ 10.6 ）-13.2 （ -10.6 ） -7.9 （ -7.9 ）-15.8 （ -15.8 ）-14.7 （ -20.6 ）

（サービス業） 15 -3.4 （ 9.4 ） 23.4 （ 12.5 ） 3.6 （ -7.2 ） 3.9 （ -3.6 ） -3.9 （ 0.0 ） -3.4 （ 0.0 ） -3.3 （ 0.0 ） 10.0 （ 0.0 ） -7.2 （ -7.2 ） -3.9 （ 7.2 ）-10.0 （ -3.2 ） -6.7 （ -6.3 ）
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
企
画
政
策
委
員

会
（
平
井
耕
司
委
員
長
）
の
委
員
ら

８
人
は
、
１
月
20
日
（
月
）
か
ら
２

日
間
、
大
分
県
宇
佐
市
の
宇
佐
商

工
会
議
所
と
福
岡
市
役
所
を
訪
問
し
、

各
地
域
の
中
小
企
業
に
お
け
る
外
国

人
材
活
用
の
現
状
や
外
国
人
定
着
に

関
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

こ
の
視
察
研
修
は
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
事
業

継
続
が
困
難
と
な
る
中
、
外
国
人
材

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
目

の
前
ま
で
来
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、

い
か
に
外
国
人
材
を
当
地
に
呼
び
込

み
、
定
着
し
て
も
ら
う
か
を
学
ぶ
た

め
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

１
日
目
は
宇
佐
商
工
会
議
所
を
訪

問
し
、
河
合
豊
彦
事
務
局
長
と
中
園

俊
夫
業
務
課
長
か
ら
、
宇
佐
市
内
の

外
国
人
材
雇
用
に
お
け
る
実
情
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

宇
佐
市
は
人
口
５
・
２
万
人
ほ
ど

の
小
さ
な
地
方
都
市
で
す
。
宇
佐
商

議
所
は
将
来
の
人
手
不
足
を
見
据
え
、

１
９
９
９
年
か
ら
技
能
実
習
生
を
受

け
入
れ
る
監
理
団
体
と
な
り
、
受
け

入
れ
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
約
20
年

間
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
送
り
出

し
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
み

と
な
り
、
小
さ
な
都
市
で
も
外
国
人

材
を
呼
び
込
め
て
い
ま
す
。

　

技
能
実
習
生
の
生
活
支
援
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
不
動
産
会
社
が
部
屋
を

貸
し
て
く
れ
な
い
、
１
室
に
複
数
人

で
は
な
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
の

確
保
な
ど
課
題
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

  

企
画
政
策
委
員
会
が
先
進
地
視
察

企
画
政
策
委
員
会
が
先
進
地
視
察

外
国
人
材
雇
用
に
お
け
る
課
題
を
学
ぶ

外
国
人
材
雇
用
に
お
け
る
課
題
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

地
域
の
理
解
が
外
国
人
定
着
の
カ
ギ

地
域
の
理
解
が
外
国
人
定
着
の
カ
ギ

意見交換をする委員ら

ま
た
最
近
は
、
時
間
外
労
働
の
厳
格

化
に
よ
り
暇
な
時
間
が
増
え
た
こ
と

か
ら
「
私
生
活
も
充
実
し
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る
と
の
こ
と
。

「
私
生
活
の
充
実
」
が
地
方
定
着
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
日
目
は
、
全
国
で
も
外
国
人
の

流
入
率
が
高
い
都
市
で
あ
る
福
岡
市

を
訪
れ
、
福
岡
市
役
所
総
務
企
画
局

国
際
部
国
際
政
策
課
の
田
中
健
一
係

長
と
、
外
国
人
材
の
行
政
支
援
策
や

共
生
の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

福
岡
市
で
は
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
や
市
内
に
就
職
す
る
外
国

人
材
へ
の
奨
学
金
制
度
創
設
な
ど
多

く
の
サ
ー
ビ
ス
が
支
持
さ
れ
、
外
国

人
材
か
ら
住
み
や
す
さ
満
足
度
95
％

の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
市
民
の
外
国
人
や

他
国
文
化
に
対
す
る
理
解
は
ま
だ
低

く
、
共
生
へ
の
課
題
は
ま
だ
多
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
企
業
の
外
国
人

雇
用
よ
り
も
ま
ず
地
域
が
外
国
人
に

対
す
る
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と
が
必

要
と
改
め
て
感
じ
た
視
察
で
し
た
。

報
告
＝
経
済
振
興
課
長
　
佐
藤 

順
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期間：2024年10月27日～2025年3月29日

東京便冬ダイヤ  鳥取砂丘コナン空港 1日 5往復 継続

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

ＡＮＡからのお知らせ

便名 出発 到着
292  7 時 05 分  8 時 15 分
294  9 時 00 分 10 時 15 分
296 11 時 20 分 12 時 35 分
298 15 時 25 分 16 時 40 分
300 18 時 45 分 20 時 00 分

■鳥取⇒東京
便名 出発 到着
291  6 時 55 分  8 時 15 分
293  9 時 20 分 10 時 40 分
295 13 時 25 分 14 時 45 分
297 16 時 25 分 17 時 45 分
299 19 時 10 分 20 時 30 分

■東京⇒鳥取

Vol.90Vol.90

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座

『サイエンス・アカデミー』を開催しています。
　鳥取県立図書館を主会場とし、ライブ中継会場として米
子市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講いただけます。

○令和７年３月22日（土）10：30 ～ 12：00
　講師：地域価値創造研究教育機構准教授　清水 まさ志
　演題：幸せになるためのフランス語講座

※お申し込みは電話・メール・ホームページに
て、お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願
い致します。

� 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室
� koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】事務局︓鳥取商工会議所 経済振興課内

エネルギーのことを考えよう！
中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部 島根原子力発電所視察

三村本部長からレクチャーを受ける参加者

　2024年11月1日（金）島根県松江市の島根原子力発電所（以下:島根原発）を視察し、鳥取県内４商
工会議所から20事業所23名が参加しました。中国電力㈱島根原子力本部の三村秀行本部長から原子
力発電のしくみや日本のエネルギー政策、島根原発の現状や今後の予定についてレクチャーを受けて
から、建設中の３号機や緊急時対策所などを見学しました。視察当時は２号機が再稼働前であったこ
とから、レクチャーでは２号機の再稼働に向けた取り組みを中心に話がありました。
　原子力規制委員会は、福島第一原子力発電所の事故の教訓を踏まえ、従来の規制基準から地震・津
波の想定をより厳しくするとともに、重大事故が万一発生した場合の対応についても新たに規制対象
とするなど安全対策を厳しくしています。下図のように安全対策を重層的に施しつつも、それぞれの
安全対策を考えるにあたって、他の対策に頼ることなく、当該の対策だけで目的を達成する深層防護
という考えの元、安全対策が施されています。

　日本のエネルギー政策は、2030年度までに原子力発電と再生可能エネルギー
の活用により、非化石電源比率を約60％ (2022年度は28％ )まで高めることを目
指しています。また、2050年までにカーボンニュートラルを実現するため、発電
にCO2を排出しない原子力発電の重要性が高まっています。

　視察の参加者からは、「二重三重四重と幾重にも安全対策が行われていて安心し
た」「安全対策は技術と同等の位置づけであることが理解できた」などの声が聞か
れ、島根原発の安全対策についての理解が深まったとともに、実際に現場を見て、
現場の方々の話を直接聞くことで正しい情報が得られました。さらに２号機の再
稼働は家庭用・事業用の電気料金を安定させることにも貢献していることが分か
り、昨今のエネルギーコスト高騰に原子力発電所は一定の効果があることから事
業者からは歓迎の声も聞かれました。

【中国地域エネルギーフォーラム】は、地球環境問題を含め広くエネルギー問題について知識の普及と理解の促進を図り、エネルギー問題を自分のこととして
とらえ、エネルギー資源が乏しい日本のこれからについて考えることを促していけるよう、広報・普及活動を行っています。

厚生労働省鳥取労働局委託事業 『高齢者活躍人材確保育成事業』

（公社）鳥取市シルバー人材センター 0857-22-0050

公益社団法人 鳥取県シルバー人材センター連合会
〒683-0812　鳥取県米子市角盤町1丁目76番地
URL　https://www.torisilver-ren.com

TEL 0859-37-2531　FAX 0859-37-2537

障子・襖
網戸の張替

調理補助
介護補助

販売補助
梱包作業

草刈・剪定
農作業補助

一般・経理
等の事務

施設管理
物品管理

製作加工
（工場内での
軽作業）

事務所等
室内外の
掃除

そのお仕事
シルバー人材

センターにお任せ

ください！
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【
社
名
変
更
】

◆
（
弁
法
）
西
川
総
合
法
律
事
務
所

→
（
弁
法
）
は
く
と
総
合
法
律
事

務
所

◆
㈱
ア
ク
シ
ス
→
ア
ク
シ
ス
Ｉ
Ｔ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱

◆
み
ろ
く
や
→
㈱
み
ろ
く
や

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
イ
ナ
テ
ッ
ク
鳥
取

　

社
長
執
行
役
員
＝
鈴
木　

俊
守

（�

）

会
員
情
報

敬
称
略
・

順
不
同

12
月
16
日
～
１
月
15
日
届
け
出
分

動 向

◆（
弁
法
）は
く
と
総
合
法
律
事
務
所

　

代
表
社
員
＝
中
﨑　

雄
一

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ

　

東
京
都
中
央
区
京
橋
３
丁
目
６
－

１８
東
京
建
物
京
橋
ビ
ル
３
Ｆ
→
東

京
都
中
央
区
銀
座
１
丁
目
１０
－
６

銀
座
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
３
Ｆ

◆
㈱
Ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ

　

鳥
取
市
賀
露
町
２
５
９
－
１
→
鳥

取
市
晩
稲
４
９
８

○融資限度額 ２‚０００万円

○利率 年１.７５％（2025.２.１現在）

○返済期間 運転資金 ７年（据え置き１年以内）
 設備資金10年（据え置き２年以内）

鳥取商工会議所 経営支援一課
ＴＥＬ：0857-32-8005

　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本
政策金融公庫から無担保、保証人なしで受けられ
る融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・
サービス業（宿泊業および娯楽業を除く）で５人以
下、その他は20人以下の事業所です。

小規模事業者経営改善資金融資制度 

無担保・無保証人「マル経融資制度」を
ご活用ください！

お問い合わせ・ご相談は…

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４相談無料
受託機関：一般社団法人鳥取県発明協会（鳥取市若葉台南7 - 5 - 1）

いんぴっと

：to r imado@ to r i t o n . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい
◆商談展示会に出展したい

ＰＲ
営業

経営
管理

◆図面・製造ノウハウの
開示を求められた

◆海外に進出・販売したい
◆競合の状況が知りたい

秘密厳守

技術
開発◆商品を開発したい

◆他社と共同開発したい
◆開発や製造を他社に委託したい

知財無料相談会 ・会 場：鳥取商工会議所 会議室
・相談員：INPIT鳥取県知財総合支援窓口 支援担当者

知財無料相談会は鳥取商工会議所とＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口が連携して開催しております。

秘匿情報の保護
管理、海外での
権利化、市場調査

イラスト・写真・
キャッチコピー・
キャラクター（著作権）

商品名・商品ロゴ
（商標権）
商品デザイン
（意匠権）

先行技術調査、
委託契約

【申込・問い合わせ】 鳥取商工会議所 経営支援一課 ☎ 0857-32-8005

毎月
第1金曜日
13：00-16：00
（事前予約制）



No 対象 講座名 開催日 回 時間 税込受講料
会員/一般

7
経理/財務
担当者
経営者

経理実務講座
～経理の基礎から税金まで！1日で経理のプロに！～

10/28
(火) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

8
若手社員
中堅社員
リーダー

ビジネス文書・メール・電話対応講座
～伸びる会社の人材はここが違う！～

11/13
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

9
経営者
管理者
経理担当者

基礎からわかる決算書類分析講座
～正確な情報と的確な判断力でビジネスの成果を最大化！～

12/10
(水) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

10
若手社員
中堅社員
リーダー

報・連・相講座
～仕事の基本！大切な報連相はこれ！～

2026 年
2/10
(火)

1
10:00
～
17:00

14,300
18,700

No 対象 講座名 開催日 回 時間 税込受講料
会員/一般

1
総務/経理
担当者
若手社員

初心者のための総務・経理基礎講座
～総務・経理の基礎知識を習得！～

4/22
(火) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

2
新入社員
若手社員
中堅社員

話し方・きき方・伝え方講座
～相手に伝わる言葉の使いかたを身につける！～

5/16
(金) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

3 全階層 段取り力強化セミナー
～効率的な仕事術を学ぶ！～

6/24
(火) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

4
新任リーダー
リーダー
候補者

次世代リーダー育成研修
～チームの要！会社を支える新任リーダー育成！～

7/17
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

5
管理者
リーダー
中堅社員

傾聴力と「コーチング」セミナー
～信頼関係の鍵！組織の力を最大化する！～

8/7
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

6 全階層 説明力向上セミナー
～ビジネスの場で差をつける！説明スキル向上！～

9/25
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

＊受講料には教材費と消費税 10％が含まれます。
＊受講料の返金はいたしかねますので、ご了承下さい。
＊会場は鳥取商工会議所 会議室です。
＊駐車場は「商工会議所横の駐車場」をご利用下さい
（満車の場合は市営片原駐車場をご利用ください）

＊年間スケジュールにつきましては、都合により日程・講座名・内容・受講料等を変更する
ことがありますので、予めご了承ください。

＊各講座とも最少催行人数は５名となります。
＊反社会的団体及びその構成員と認められる場合やコンサルタント業の方は参加をお断り
します。また講師業、士業の方等講師と同業の方の参加をお断りすることもあります。

鳥取商工会議所ビジネススクール宛 FAX︓0857-22-6939
鳥取商工会議所ビジネススクール受講申込書 THP 年間

フリガナ

TEL
事業所名

フリガナ

FAX役職

申込者名
(           )

所在地 〒

E-MAIL ＠

希望講座No
希望講座名

(  ) フリガナ

役職

参加者名

(     ) フリガナ

役職

参加者名

商工会議所会員 ・ 鳥取法人会会員
経営者協会会員 ・ 一般

(該当する箇所に○をつけてください)

受講修了証 要( ) 不要( )

受講料合計( )円 振込予定日 月 日

※本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、講座開催に係る受講者の確認、受講者名簿の作成、
出欠確認、受講料の入金確認及び講座運営に関する連絡の目的のみに使用いたします。

●お問合せ・お申込み● 鳥取商工会議所ビジネススクール
（主催 鳥取商工会議所・鳥取法人会・鳥取県経営者協会）

TEL︓050-3528-0853 FAX︓0857-22-6939
鳥取商工会議所URL︓ https://tottori-cci.or.jp

■お申込方法■ ※講座日の３営業日前より、１００％キャンセル料が発生します
◆右記申込用紙またはＨＰよりダウンロードし、必要事項をご記入後 FAXでお申込ください。
(受付後申込者様宛にインボイス対応「請求書兼申込受信のお知らせ」を FAXで返送致します)
申込記入欄が足りない場合はお手数ですがコピーしてご記入、または貴社作成用紙でも結構です。
◆お申込後、受講料を講座開催の１週間前までに下記銀行口座までお振込み願います。
（恐れ入りますが、振込手数料はご負担願います。）

◆振込先 鳥取銀行本店 普通預金 NO. 鳥取中小企業相談所 所長 井戸垣 泰志
＊講座開講１～２週間前頃に受講券・会場地図等を申込者様宛に FAXいたします。

●●特典●●
当講座は「鳥取市中小企業人材育成補助金」の補助金対象講座です︕
(https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1713831610815/index.html）
・申請から認定までに２週間程度必要ですので早めにお申込み下さい
・認定前に受講料を支払った場合、補助対象経費になりませんのでご留意ください

希望講座No
希望講座名

0325411

鳥取商工会議所報
VOL768.2025.2.15
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ネススクール年間スケジュール



No 対象 講座名 開催日 回 時間 税込受講料
会員/一般

7
経理/財務
担当者
経営者

経理実務講座
～経理の基礎から税金まで！1日で経理のプロに！～

10/28
(火) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

8
若手社員
中堅社員
リーダー

ビジネス文書・メール・電話対応講座
～伸びる会社の人材はここが違う！～

11/13
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

9
経営者
管理者
経理担当者

基礎からわかる決算書類分析講座
～正確な情報と的確な判断力でビジネスの成果を最大化！～

12/10
(水) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

10
若手社員
中堅社員
リーダー

報・連・相講座
～仕事の基本！大切な報連相はこれ！～

2026 年
2/10
(火)

1
10:00
～
17:00

14,300
18,700

No 対象 講座名 開催日 回 時間 税込受講料
会員/一般

1
総務/経理
担当者
若手社員

初心者のための総務・経理基礎講座
～総務・経理の基礎知識を習得！～

4/22
(火) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

2
新入社員
若手社員
中堅社員

話し方・きき方・伝え方講座
～相手に伝わる言葉の使いかたを身につける！～

5/16
(金) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

3 全階層 段取り力強化セミナー
～効率的な仕事術を学ぶ！～

6/24
(火) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

4
新任リーダー
リーダー
候補者

次世代リーダー育成研修
～チームの要！会社を支える新任リーダー育成！～

7/17
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

5
管理者
リーダー
中堅社員

傾聴力と「コーチング」セミナー
～信頼関係の鍵！組織の力を最大化する！～

8/7
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

6 全階層 説明力向上セミナー
～ビジネスの場で差をつける！説明スキル向上！～

9/25
(木) 1

10:00
～
17:00

14,300
18,700

＊受講料には教材費と消費税 10％が含まれます。
＊受講料の返金はいたしかねますので、ご了承下さい。
＊会場は鳥取商工会議所 会議室です。
＊駐車場は「商工会議所横の駐車場」をご利用下さい
（満車の場合は市営片原駐車場をご利用ください）

＊年間スケジュールにつきましては、都合により日程・講座名・内容・受講料等を変更する
ことがありますので、予めご了承ください。

＊各講座とも最少催行人数は５名となります。
＊反社会的団体及びその構成員と認められる場合やコンサルタント業の方は参加をお断り
します。また講師業、士業の方等講師と同業の方の参加をお断りすることもあります。

鳥取商工会議所ビジネススクール宛 FAX︓0857-22-6939
鳥取商工会議所ビジネススクール受講申込書 THP 年間

フリガナ

TEL
事業所名

フリガナ

FAX役職

申込者名
(           )

所在地 〒

E-MAIL ＠

希望講座No
希望講座名

(  ) フリガナ

役職

参加者名

(     ) フリガナ

役職

参加者名

商工会議所会員 ・ 鳥取法人会会員
経営者協会会員 ・ 一般

(該当する箇所に○をつけてください)

受講修了証 要( ) 不要( )

受講料合計( )円 振込予定日 月 日

※本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、講座開催に係る受講者の確認、受講者名簿の作成、
出欠確認、受講料の入金確認及び講座運営に関する連絡の目的のみに使用いたします。

●お問合せ・お申込み● 鳥取商工会議所ビジネススクール
（主催 鳥取商工会議所・鳥取法人会・鳥取県経営者協会）

TEL︓050-3528-0853 FAX︓0857-22-6939
鳥取商工会議所URL︓ https://tottori-cci.or.jp

■お申込方法■ ※講座日の３営業日前より、１００％キャンセル料が発生します
◆右記申込用紙またはＨＰよりダウンロードし、必要事項をご記入後 FAXでお申込ください。
(受付後申込者様宛にインボイス対応「請求書兼申込受信のお知らせ」を FAXで返送致します)
申込記入欄が足りない場合はお手数ですがコピーしてご記入、または貴社作成用紙でも結構です。
◆お申込後、受講料を講座開催の１週間前までに下記銀行口座までお振込み願います。
（恐れ入りますが、振込手数料はご負担願います。）

◆振込先 鳥取銀行本店 普通預金 NO. 鳥取中小企業相談所 所長 井戸垣 泰志
＊講座開講１～２週間前頃に受講券・会場地図等を申込者様宛に FAXいたします。

●●特典●●
当講座は「鳥取市中小企業人材育成補助金」の補助金対象講座です︕
(https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1713831610815/index.html）
・申請から認定までに２週間程度必要ですので早めにお申込み下さい
・認定前に受講料を支払った場合、補助対象経費になりませんのでご留意ください

希望講座No
希望講座名

0325411

鳥取商工会議所報
VOL768.2025.2.15

11

2025年度 鳥取商工会議所ビジ
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軽減を
受けられる期間

軽減後の
課税標準表明する賃上げ率

５年間１/４3.0％以上

３年間１/２1.5％以上

(C) 2024 The Japan Chamber of Commerce and Industry
次ページに続く

⇒市区町村の認定を受けた先端設備等導入計画に基づ
き一定要件を満たす機械等を導入した場合に固定資
産税の負担を軽減する特例が２年間延長︕

⇒表明する賃上げ率に応じて最大1/4に軽減︕ 固定資産税は市区町村の基幹税。
コロナが収束したことも踏まえ、
軽減措置は不要である

商工会議所の強力な要望により
軽減割合を拡充したうえで延長︕

要件︓
・投資利益率が年平均7％以上
・売上100億円を目指すロードマップの作成
・売上高成長率年平均10%以上を目指す
・前年度売上10～90億円
・最低投資額１億円 or 売上５％以上 等

【概要】

※１︓現行措置は類型の整理（一部廃止）と要件（指標）の見直しを行う ※２︓資本金3,000万円超の中小企業者等の税額控除率は７％
※３︓資本金3,000万円超の中小企業者等は特別償却のみ選択可能

設備の種類
（価額要件）

機械装置
（160万円以上）

ソフトウェア
（70万円以上）

測定工具及び検査工具
１台120万円以上、１台30万円以上

かつ複数台合計120万円以上

中小企業経営強化税制 ※１
即時償却 or 税額控除10％（７％）※２
経営力向上計画の認定が必要（申請先︓所管省庁窓口）

２年
延長

中小企業投資促進税制
30％特別償却 or 税額控除７％ ※３

２年
延長

２年
延長

償却資産に係る
固定資産税
の特例

⇒売上100億円を目指す企業に対して「建物」を対象に加えた措置を拡充︕

Point① 中小企業経営強化税制の拡充措置

Point② 償却資産に係る固定資産税の特例の延長・拡充

Ⅰ．中小企業の「稼ぐ力」の強化に向けた税制

令和７年度 税制改正のポイント速報

全国515商工会議所・126万事業者の力で要望が数多く実現

※本チラシは2024年12月20日公表の与党税制改正大綱に基づいて作成しています。

【設備投資減税の全体像】
○ 中小企業向け設備投資減税の延長・拡充

償却資産に係る
固定資産税の特例

２年
延長

Point②

延長・拡充

措置の内容︓
・年度末給与支給総額が前年度末比で、

2.5％以上増加 → 特別償却15％ or 税額控除１％
5.0％以上増加 → 特別償却25％ or 税額控除２％

対象︓工場のラインや店舗等の生産性向上に係る設備導入に伴う建物及びその附属設備

商工会議所の強力な要望により
建物を対象に追加︕

（中小企業税制では極めて異例の措置）

固定資産税の
負担を軽減

特別償却︓事業用資産の取得価額に一定割合を乗じた額を、通常の償却費に加えて損金算入できる制度
税額控除︓事業用資産の取得価額に一定割合を乗じた額を、法人税等から控除できる制度

日商「税制改正特設サイト」▲

工具・器具備品
（30万円以上）

建物附属設備
（60万円以上）

Point①
拡充措置

鳥取商工会議所
日本商工会議所



鳥取商工会議所報
VOL768.2025.2.15

13

軽減税率本則税率対象

23.2％所得区分なし大法人
（資本金１億円超）

23.2％年800万円超
の所得金額

中小法人
（資本金１億円以下）

15%19％年800万円以下
の所得金額

17％19％〃
※所得10億円超の場合

○ 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の延長（３年）
企業が地方公共団体の実施する「まち・ひと・しごと創生寄附活用事業」に対する寄附を行うことで、
最大で寄附額の約９割まで法人税等の税負担を軽減できる措置が３年間延長

○ 地域未来投資促進税制の延長（３年）・拡充
地域経済牽引事業計画の承認（申請先︓都道府県）を受け、課税特例の確認を受けた設備投資について、
特別償却または税額控除ができる措置が３年間延長。さらに、地域の発展・成長に特に資する分野において
10億円以上の設備投資に対する上乗せ措置（特別償却50％または税額控除５％）を創設

Ⅳ．地域における民間投資拡大に資する税制

○ 中小企業防災・減災投資促進税制の延長（２年）
事業継続力強化計画等の認定（申請先︓各経済産業局）を受け、取得した設備に対して取得価格の
16％を特別償却できる措置が２年間延長

Ⅴ．その他
○ 防衛力強化に向けた財源確保

2026年４月から法人税額に対し４％を課税（法人税への付加税）
ただし、中小企業への配慮措置として税額500万円（所得2,400万円相当）が控除される

（※課税対象は全法人の６％弱）
(C) 2024 The Japan Chamber of Commerce and Industry

Ⅱ．中小企業の経営基盤強化に資する税制
○ 中小企業の法人税率の軽減措置の延長

⇒年間800万円以下の所得金額に対して、税率を最大４％軽減する措置が２年間延長︕

※４︓過去３年平均で所得15億円超の中小企業は本措置の対象外

※４
リーマンショック対応の
ため導入した措置なので、
もう廃止すべき

商工会議所の強力な要望により
ほぼ現状のまま延長︕

（中小企業の約99.9％は影響なし）
←新設

Ⅲ．円滑な経営承継・事業継続に資する税制
○ 事業承継税制特例措置における役員就任要件の事実上撤廃（自社株贈与時）

⇒2024年末まで（特例措置が終了する2027年12月末の３年前まで）に
後継者を自社の役員に就任させなければならないとする要件が、事実上撤廃︕

⇒新たな手続きなく、株式贈与の直前までに役員に就任すればよい︕

商工会議所の強力な要望により
要件を事実上撤廃︕

特例承継計画の提出期間
実際に承継（贈与･相続）

を行う期間
2018年

計画提出期限
2026年3月末

特例
終了

これまでの
改正で延長

【特例措置のスケジュール】

役員就任期限
2024年12月末撤廃

2027年12月末

先代から非上場自社株を贈与･相続する際の
税負担が100%猶予（要件を満たすと免
除）される制度。2027年末までの時限措置。

事業承継税制(特例措置)とは
Step１︓特例承継計画を都道府県庁へ提出する ＜2026年３月末まで＞
Step２︓後継者が自社の役員に就任する ＜代表取締役就任直前まで＞
Step３︓後継者が代表取締役に就任し、先代から自社株を譲り受ける ＜2027年12月末まで＞
Step４︓認定申請書を都道府県庁へ提出し認定を受ける ＜贈与を受けた翌年の１月15日まで＞

税制活用までの基本的な手続きの流れ（贈与の場合）
制度紹介チラシ
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 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
向
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
立
春
を
迎
え
、
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
く

中
に
も
、
あ
た
た
か
い
陽
射
し
に
春
の
兆
し

を
感
じ
る
日
々
に
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
寒
暖
差
が
激
し
い
時
期
で
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
い
た
だ

き
充
実
し
た
日
々
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
１
月
８
日
（
水
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た

１
月
例
会
で
は
、
鳥
取
お
城
委
員
会
が
担
当

し
、
【
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 
〜
あ

と
に
続
こ
う
私
達
の
足
跡
を
城
跡
に
〜
】
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
鳥
取
市
文
化
財
課
の

細
田
隆
博
様
、
そ
し
て
当
会
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
鳥

取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
瀧
本
覚
様
の
お
二
人
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
は
鳥

取
城
跡
の
歴
史
や
そ
の
復
元
へ
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
青
年
部
が
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た

活
動
に
つ
い
て
、
当
時
の
想
い
や
貴
重
な
映

像
を
交
え
た
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
例
会
を
通
じ
て
、
私
た
ち
青
年
部
の
役
割

と
責
任
、
ま
た
地
域
に
根
差
し
た
活
動
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
「
鳥
取
城
跡
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
や
「
お
堀
の
水
全
部
抜
く
大
作
戦
」
、

「
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
「
ミ
ニ

チ
ュ
ア
門
松
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
の
活

動
を
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
や
近
隣
の
学
生

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
は
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ

Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
、

鳥
取
愛
と
誇
り
を
胸
に
地
域
の
皆
さ
ま
が
主

役
と
な
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
次
年
度
も
引
き
続
き
城

跡
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
創
出
を
目

指
し
、
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
総
会

で
は
、
令
和
７
年
度
役
員
選
出
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
年
度
民
野
会
長
を
中
心
に
、

新
し
い
理
事
メ
ン
バ
ー
が
多
く
加
わ
り
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
土
台
に
し
つ
つ
、
新
た
な

発
想
や
感
性
を
活
か
し
活
動
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
15
日
（
水
）
に
は
、
因
幡
千
本
桜

「
桜
の
園
」
に
て
植
樹
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
に
は
、
谷
尾
Ｏ
Ｂ
の
指
導
の

も
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
30
名
が
参
加
し
、
シ

バ
ザ
ク
ラ
２
３
０
株
と
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
１
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。
桜
が
成
長
し
満
開
に
な

る
の
は
数
年
先
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
植

樹
を
重
ね
る
こ
と
で
「
桜
の
園
」
が
一
層
彩

り
を
増
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
春
の
楽
し
み

を
提
供
で
き
る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
約
２
ヶ
月
後
に
は
千
本

桜
が
咲
き
誇
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
も
今
春
、
桜
の
園
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
中

で
も
初
心
を
忘
れ
ず
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
１
月
８
日（
水
）に
１
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　【
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
〜
あ
と
に
続
こ
う
私
達
の
足
跡
を
城
跡

に
〜
】と
題
し
、
２
名
の
講
師
を
お
招
き
し
、
鳥
取
城
の
歴
史
、
鳥
取
城
と

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歩
み
な
ど
、
根
本
の
部
分
に
つ
い
て
扱
い
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
鳥
取
市
文
化
財
課
の
細
田
隆
博
様
に
鳥
取
城
の
歴
史
、
鳥

取
城
復
元
に
向
け
た
取
組
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
当
会
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
実
行
委

員
会
の
実
行
委
員
長
の
瀧
本
覚
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
瀧
本
様

は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
に
初
め
て
参
画
し
た
当

時
の
委
員
長
で
あ
り
、
当
時
の
様
子
を
映
像
を
交
え
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
第
三
部
で
は
当
委
員
会
の
今
年
度
の
活
動
を
動
画
で
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
例
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
活
動
の
原
点
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
」「
知

ら
な
か
っ
た
歴
史
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
意
見
が
多
く
、
私
自
身

当
時
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
今
と
同
じ
志
を
持
っ
て
、
鳥
取
城
に
関
与
さ
れ
て
お
ら

れ
た
こ
と
が
非
常
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
今
後
も
鳥
取
城
の
復
元
と
ま
ち
の
活
性
化
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
諸
先
輩
方
、
市
民
の
皆

様
が
繋
い
で
く
れ
た
思
い
を
、
次
年
度
、
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
河
田
　
圭
太

発行：令和 7年 2月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

１
月
例
会
・
臨
時
総
会

１
月
例
会
・
臨
時
総
会

　
令
和
７
年
１
月
15
日（
水
）ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内
に
あ
る
因
幡
千

本
桜「
桜
の
園
」に
て
植
樹
事
業
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
１
９

８
５
年
に
最
初
の
植
樹
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
40
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
歴
代
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
現
在「
桜
の
園
」

に
は
千
本
を
超
え
る
桜
が
植
樹
さ
れ
て
お
り
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の

花
見
客
が
訪
れ
る
、
鳥
取
市
を
代
表
す
る
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
時
折
雪
が
舞
う
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

谷
尾
Ｏ
Ｂ
の
ご
指
導
の
下
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
約
30
名
で
遊
歩
道
沿
い
の
法

面
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
２
３
０
株
を
、
公
園
芝
生
内
の
一
角
に
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

の
苗
木
１
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
公
園
内
の
桜
は
老
朽
化
に
よ
っ
て
枯
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、

そ
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
当
会
で
は
定
期
的
な
植

え
替
え
や
水
や
り
を
通
じ
て
桜
を
守
り
、
そ
の
数
を
絶
や
さ
な
い
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の「
桜
の
園
」は
鳥
取
市
民
の
憩
い
の
場
所
で
あ

る
と
同
時
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
場
所

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
景
観
の
維
持
管
理
に
加
え
、
桜
の
名
所

と
し
て
の
新
た
な
魅
力
を
模
索
し
、
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
場
所
と
し
て

よ
り
一
層
磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
事
業
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全

て
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

総
務
委
員
会
　
副
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
12
月
20
日（
金
）に
鳥
取
久
松
小
学
校
５
年
生
約

60
名
を
対
象
に
課
外
授
業
と
し
て
ミ
ニ
門
松
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、地
域
の
商
店
街
へ
配
布
す
る
お
手
伝
い
を
致
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
城
三
階
櫓
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
す
る
中
で
久
松
小
学
校
の
職
員
よ
り
お
声
掛
け
頂
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
子
供
達
が
久
松
地
区
の
魅
力
を
調
べ
そ
の
良
さ
や
問
題
点
に

つ
い
て
考
え
、地
域
の
人
々
の
思
い
や
願
い
を
知
り
、ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
広
く
伝
え
て
行
く
為
に
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
松
山
を
考
え
る
会
の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
も
得
る
事
が
で
き
、
天

然
の
竹
や
松
の
確
保
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
供
達
も
初
め
て
の
事
で
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
つ
一
つ
丁

寧
に
作
成
し
一
軒
一
軒
配
っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
配
布
し
て
ま
わ
っ
た
商
店
街
の
方
々
は
子
供
達
か
ら
受
け
取
っ
た
ミ

ニ
門
松
を
手
に
取
り
、
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
に
笑
顔
溢
れ
る
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
実
施
に
至
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
よ
り
地
域
愛
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
副
委
員
長
　
亀
谷
　
勇
斗

因
幡
千
本
桜「
桜
の
園
」植
樹
事
業

因
幡
千
本
桜「
桜
の
園
」植
樹
事
業

参加したメンバー

製作したミニチュア門松

集合写真

植樹の様子

講師の瀧本様と細田様

例会の様子

事 業 所 名  山岡弘明税理士事務所
所属委員会  会員交流委員会

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員
鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変
えて、企業と地域を活性化させま
しょう！
お気軽にお問い合わせください。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
門
松
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ミ
ニ
チ
ュ
ア
門
松
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

山岡 弘明 君
（やまおか ひろあき）

事 業 所 名  REIGNS（レイン）
所属委員会  会員交流委員会

太田 亮 君
（おおた りょう）
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会
長
あ
い
さ
つ

　
向
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
立
春
を
迎
え
、
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
く

中
に
も
、
あ
た
た
か
い
陽
射
し
に
春
の
兆
し

を
感
じ
る
日
々
に
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
寒
暖
差
が
激
し
い
時
期
で
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
い
た
だ

き
充
実
し
た
日
々
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
１
月
８
日
（
水
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た

１
月
例
会
で
は
、
鳥
取
お
城
委
員
会
が
担
当

し
、
【
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ 

〜
あ

と
に
続
こ
う
私
達
の
足
跡
を
城
跡
に
〜
】
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
鳥
取
市
文
化
財
課
の

細
田
隆
博
様
、
そ
し
て
当
会
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
鳥

取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
瀧
本
覚
様
の
お
二
人
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
お
二
人
か
ら
は
鳥

取
城
跡
の
歴
史
や
そ
の
復
元
へ
の
取
り
組
み
、

さ
ら
に
青
年
部
が
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た

活
動
に
つ
い
て
、
当
時
の
想
い
や
貴
重
な
映

像
を
交
え
た
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
例
会
を
通
じ
て
、
私
た
ち
青
年
部
の
役
割

と
責
任
、
ま
た
地
域
に
根
差
し
た
活
動
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
「
鳥
取
城
跡
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
や
「
お
堀
の
水
全
部
抜
く
大
作
戦
」
、

「
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
」
「
ミ
ニ

チ
ュ
ア
門
松
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
の
活

動
を
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
や
近
隣
の
学
生

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
は
「
Ｃ
Ｉ
Ｖ

Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
と
い
う
想
い
が
あ
り
、

鳥
取
愛
と
誇
り
を
胸
に
地
域
の
皆
さ
ま
が
主

役
と
な
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
次
年
度
も
引
き
続
き
城

跡
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
創
出
を
目

指
し
、
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
臨
時
総
会

で
は
、
令
和
７
年
度
役
員
選
出
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
年
度
民
野
会
長
を
中
心
に
、

新
し
い
理
事
メ
ン
バ
ー
が
多
く
加
わ
り
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
土
台
に
し
つ
つ
、
新
た
な

発
想
や
感
性
を
活
か
し
活
動
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
15
日
（
水
）
に
は
、
因
幡
千
本
桜

「
桜
の
園
」
に
て
植
樹
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
に
は
、
谷
尾
Ｏ
Ｂ
の
指
導
の

も
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
30
名
が
参
加
し
、
シ

バ
ザ
ク
ラ
２
３
０
株
と
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
１
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。
桜
が
成
長
し
満
開
に
な

る
の
は
数
年
先
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
植

樹
を
重
ね
る
こ
と
で
「
桜
の
園
」
が
一
層
彩

り
を
増
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
春
の
楽
し
み

を
提
供
で
き
る
場
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
約
２
ヶ
月
後
に
は
千
本

桜
が
咲
き
誇
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
も
今
春
、
桜
の
園
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
私
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
中

で
も
初
心
を
忘
れ
ず
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
１
月
８
日（
水
）に
１
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　【
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
　
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
〜
あ
と
に
続
こ
う
私
達
の
足
跡
を
城
跡

に
〜
】と
題
し
、
２
名
の
講
師
を
お
招
き
し
、
鳥
取
城
の
歴
史
、
鳥
取
城
と

Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歩
み
な
ど
、
根
本
の
部
分
に
つ
い
て
扱
い
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
鳥
取
市
文
化
財
課
の
細
田
隆
博
様
に
鳥
取
城
の
歴
史
、
鳥

取
城
復
元
に
向
け
た
取
組
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
当
会
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
実
行
委

員
会
の
実
行
委
員
長
の
瀧
本
覚
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
瀧
本
様

は
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
に
初
め
て
参
画
し
た
当

時
の
委
員
長
で
あ
り
、
当
時
の
様
子
を
映
像
を
交
え
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
第
三
部
で
は
当
委
員
会
の
今
年
度
の
活
動
を
動
画
で
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
例
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
活
動
の
原
点
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
」「
知

ら
な
か
っ
た
歴
史
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
意
見
が
多
く
、
私
自
身

当
時
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
今
と
同
じ
志
を
持
っ
て
、
鳥
取
城
に
関
与
さ
れ
て
お
ら

れ
た
こ
と
が
非
常
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
今
後
も
鳥
取
城
の
復
元
と
ま
ち
の
活
性
化
に
注
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
諸
先
輩
方
、
市
民
の
皆

様
が
繋
い
で
く
れ
た
思
い
を
、
次
年
度
、
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
河
田
　
圭
太
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１
月
例
会
・
臨
時
総
会

１
月
例
会
・
臨
時
総
会

　
令
和
７
年
１
月
15
日（
水
）ヤ
マ
タ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
内
に
あ
る
因
幡
千

本
桜「
桜
の
園
」に
て
植
樹
事
業
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
事
業
は
１
９

８
５
年
に
最
初
の
植
樹
が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で
40
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
歴
代
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
現
在「
桜
の
園
」

に
は
千
本
を
超
え
る
桜
が
植
樹
さ
れ
て
お
り
、
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の

花
見
客
が
訪
れ
る
、
鳥
取
市
を
代
表
す
る
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
時
折
雪
が
舞
う
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

谷
尾
Ｏ
Ｂ
の
ご
指
導
の
下
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー
約
30
名
で
遊
歩
道
沿
い
の
法

面
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
２
３
０
株
を
、
公
園
芝
生
内
の
一
角
に
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

の
苗
木
１
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
公
園
内
の
桜
は
老
朽
化
に
よ
っ
て
枯
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、

そ
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
当
会
で
は
定
期
的
な
植

え
替
え
や
水
や
り
を
通
じ
て
桜
を
守
り
、
そ
の
数
を
絶
や
さ
な
い
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の「
桜
の
園
」は
鳥
取
市
民
の
憩
い
の
場
所
で
あ

る
と
同
時
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
場
所

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
景
観
の
維
持
管
理
に
加
え
、
桜
の
名
所

と
し
て
の
新
た
な
魅
力
を
模
索
し
、
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
場
所
と
し
て

よ
り
一
層
磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
事
業
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
全

て
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

総
務
委
員
会
　
副
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

　
鳥
取
お
城
委
員
会
は
12
月
20
日（
金
）に
鳥
取
久
松
小
学
校
５
年
生
約

60
名
を
対
象
に
課
外
授
業
と
し
て
ミ
ニ
門
松
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、地
域
の
商
店
街
へ
配
布
す
る
お
手
伝
い
を
致
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
城
三
階
櫓
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
す
る
中
で
久
松
小
学
校
の
職
員
よ
り
お
声
掛
け
頂
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
子
供
達
が
久
松
地
区
の
魅
力
を
調
べ
そ
の
良
さ
や
問
題
点
に

つ
い
て
考
え
、地
域
の
人
々
の
思
い
や
願
い
を
知
り
、ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
広
く
伝
え
て
行
く
為
に
実
施
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
久
松
山
を
考
え
る
会
の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
も
得
る
事
が
で
き
、
天

然
の
竹
や
松
の
確
保
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
子
供
達
も
初
め
て
の
事
で
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
つ
一
つ
丁

寧
に
作
成
し
一
軒
一
軒
配
っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
配
布
し
て
ま
わ
っ
た
商
店
街
の
方
々
は
子
供
達
か
ら
受
け
取
っ
た
ミ

ニ
門
松
を
手
に
取
り
、
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り
に
笑
顔
溢
れ
る
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
実
施
に
至
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
通
じ
て
よ
り
地
域
愛
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
副
委
員
長
　
亀
谷
　
勇
斗

因
幡
千
本
桜「
桜
の
園
」植
樹
事
業

因
幡
千
本
桜「
桜
の
園
」植
樹
事
業

参加したメンバー

製作したミニチュア門松

集合写真

植樹の様子

講師の瀧本様と細田様

例会の様子

事 業 所 名  山岡弘明税理士事務所
所属委員会  会員交流委員会

新 入 会 員新 入 会 員新 入 会 員
鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に変
えて、企業と地域を活性化させま
しょう！
お気軽にお問い合わせください。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
門
松
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ミ
ニ
チ
ュ
ア
門
松
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

山岡 弘明 君
（やまおか ひろあき）

事 業 所 名  REIGNS（レイン）
所属委員会  会員交流委員会

太田 亮 君
（おおた りょう）
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12
月
18
日
、
鳥
取
商
工
会
議
所
で

12
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、「
～
自
分
と
身
近
な
人
を
守
る

た
め
に
～
知
っ
て
お
き
た
い
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
」
と
題
し
て
、
鳥
取
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
東
部
相
談
室
・
草

野
規
子
氏
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

毎
日
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
特
殊
詐
欺
。「
自
分
は

騙
さ
れ
な
い
ぞ
」
と
根
拠
の
な
い
自

信
を
持
っ
て
い
る
方
、
被
害
額
の
大

き
さ
に
驚
き
「
ど
う
し
て
騙
さ
れ

る
の
か
」
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
例
会
で
、
そ
の
疑
問
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
。

February 2025 女性会だより２ Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club 		

1212
月
例
会
を
開
催

月
例
会
を
開
催

　
　
～

　
　
～  

自
分
と
身
近
な
人
を
守
る
た
め
に

自
分
と
身
近
な
人
を
守
る
た
め
に  

～～

講師の草野氏

　

令
和
５
年
の
消
費
者
被
害
額
は
８

兆
８
千
億
円
。
そ
の
う
ち
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

型
投
資
詐
欺
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
被

害
額
は
鳥
取
県
で
１
億
76
万
円
。
令

和
６
年
に
は
、
な
ん
と
４
億
８
千
７

百
万
円
に
も
な
り
、
被
害
者
の
８
割

以
上
が
50
歳
代
以
降
だ
そ
う
で
す
。

　

特
殊
詐
欺
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
ポ
イ

ン
ト
は
、「
知
ら
な
い
相
手
か
ら
お

金
の
話
が
出
た
ら
そ
れ
は
詐
欺
！
」

「
詐
欺
だ
と
思
い
き
れ
な
い
時
は
誰

か
に
相
談
し
て
！
」
の
二
つ
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

次
に
、
点
検
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
啓
発
動
画
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

無
料
点
検
で
勧
誘
さ
れ
て
も
す
ぐ
に

契
約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
。
万
が
一
契
約

し
た
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
昨
今
増
加
し
て
い
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
利
用
に
つ

い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
大
切
な

の
は
早
め
の
対
処
。
利
用
明
細
は
毎

月
必
ず
確
認
し
、
利
用
し
た
覚
え
の

な
い
請
求
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に

カ
ー
ド
会
社
に
連
絡
し
調
査
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
連

絡
方
法
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
早
め

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

　

誰
も
が
騙
さ
れ
よ
う
と
思
っ
て
騙

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
知
ら
な
い

う
ち
に
相
手
の
ペ
ー
ス
に
は
ま
っ
て

し
ま
い
、
気
付
い
た
時
に
は
お
金
を

取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

困
っ
た
時
に
は
早
め
に
ご
相
談
を
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
８
８
）

鳥
取
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
東

部
相
談
室
（
０
８
５
７
―
２６
―

７
６
０
５
）

特殊詐欺について学ぶ会員

　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として、全国的な連　鳥取商工会議所女性会は、地域の先導役を務める商工会議所の一翼を担う組織として、全国的な連
携のもと、女性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経営技術の研修取得により、女携のもと、女性会相互の親睦と啓発をはかり、かつ経営知識の涵養と経営技術の研修取得により、女
性の立場から商工業の改善発展に寄与することを目的として活動を行っています。性の立場から商工業の改善発展に寄与することを目的として活動を行っています。

あなたのパワーを女性会にお寄せください！！あなたのパワーを女性会にお寄せください！！
【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 森） 【連絡先】鳥取商工会議所女性会（担当 森） 

ＴＥＬ：0857-32-8004 ／ＴＥＬ：0857-32-8004 ／ＦＡＸ：0857-22-6939ＦＡＸ：0857-22-6939

鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか鳥取商工会議所女性会で一緒に活動しませんか
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◆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
ネ
ク
タ
イ
も
？
ネ

ク
タ
イ
の
歴
史
は
、
紀
元
前
の

古
代
ロ
ー
マ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

そ
う
◆
諸
説
、
ロ
ー
マ
帝
国
の

兵
士
が
襟
元
に
冷
た
い
風
が
入

ら
な
い
よ
う
に
布
を
首
に
巻
い

た
こ
と
が
始
ま
り
と
か
◆
ネ
ク

タ
イ
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
必
需

品
と
言
わ
れ
て
い
た
の
は
一
昔
。

時
代
の
変
化
か
ら
働
き
や
す
い

服
装
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
当
所
で
も
今
月
か
ら

オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
配
慮

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
季

節
を
問
わ
ず
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
姿

が
当
た
り
前
に
!?　

�

（
Ａ
）

編　集　室

 

鳥
取
砂
丘 

砂
の
美
術
館

　
写
真
パ
ネ
ル
展
の
ご
案
内

因
幡
万
葉
歴
史
館
開
館
30
周
年
記
念

 「
国
府
展
」の
ご
案
内

▼
応
募
方
法
―
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し
て
く
だ

さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
振
興
会（
℡

０
８
５
７
―
20
―

３
２
１
０
）

　

鳥
取
市
因
幡
万
葉
歴
史
館
は
、
鳥

取
市
歴
史
博
物
館
、
鳥
取
市
教
育
委

員
会
と
共
催
で
、
開
館
30
周
年
記
念

「
国
府
展
～
紡
が
れ
る
歴
史
と
文
化

～
」
を
次
の
通
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
時
―
３
月
23
日
（
日
）
ま
で

＊
休
館
日
は
、
２
月
17
日
（
月
）、

25
日
（
火
）、
３
月
３
日
（
月
）、
10

日
（
月
）、
17
日
（
月
）、
21
日
（
金
）

▼
時
間
―
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）
▼

会
場
―
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
特
別
展

示
室
▼
観
覧
料
―
無
料
（
常
設
展
示

は
別
途
観
覧
料
が
必
要
）
▼
問
い
合

わ
せ
先
―
鳥
取
市
因
幡
万
葉
歴
史
館

（
℡
０
８
５
７
―
26
―
１
７
８
０
）

　

鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術
館
は
、

「
す
な
び
の
砂
像
を
ふ
り
か
え
る

２
０
０
６
～
２
０
２
４
」
写
真
パ
ネ

ル
展
を
次
の
通
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

▼
開
催
日
―
２
月
28
日
（
金
）
ま

で
▼
時
間
―
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
最
終
入
場
は
午
後
４
時
30
分
）

＊
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
▼
場
所
―
砂
の
美
術

館
・
１
階
ロ
ビ
ー
▼
入
場
料
―
無
料

▼
そ
の
他
―
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
過
去

の
作
品
集
や
当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
鳥
取
砂
丘

砂
の
美
術
館
（
℡

０
８
５
７
―
20
―

２
２
３
１
）

　

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
振
興
会
は
、

第
25
代
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
鈴
の
音

大
使
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

▼
応
募
資
格
―
鳥
取
市
内
に
在
住
・

在
学
・
在
勤
す
る
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）、
ま
た
次
の
条
件
を
満
た

す
人
―
①
１
年
間
を
通
し
て
、
休
日
・

平
日
問
わ
ず
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り

の
派
遣
事
業
に
協
力
で
き
る
人
、
②

メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
と

専
属
契
約
が
な
い
人
（
契
約
が
あ
っ
て

も
、
大
使
活
動
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
応
募
可
能
）、
③
自
治
体
、
企
業
、

団
体
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
な
ど
の
任
期

中
、
就
任
予
定
で
な
い
人
（
自
治
体
、

企
業
、
団
体
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
な
ど
の

兼
任
不
可
）
▼
任
期
―
２
０
２
５
年

６
月
（
任
命
式
）
～
２
０
２
６
年
８

月
13
日
▼
活
動
内
容
―
鳥
取
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
以
外
に
も
姫
路
お
城
ま
つ

り
、
１
日
海
上
保
安
署
長
な
ど
年
間

を
通
し
て
県
内
外
で
鳥
取
市
や
鳥
取

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
を
Ｐ
Ｒ
▼
選
考
方
法

―
１
次
選
考（
書
類
）３
月
10
日（
月
）、

２
次
選
考
（
面
接
）
４
月
19
日
（
土
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　
用　
内　
容

２
／
20
㈭

２
月
例
会

21
㈮

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

22
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

First in Tottori 

展
【
公
開
】

23
㈰

First in Tottori 

展
【
公
開
】

24
㈪

古
着
リ
メ
イ
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

3
／
1
㈯

ア
カ
ペ
ラ
ラ
イ
ブ
【
公
開
】

4
㈫

吹
奏
楽
練
習

5
㈬

吹
奏
楽
練
習

6
㈭

吹
奏
楽
練
習

7
㈮

吹
奏
楽
練
習

会
議

8
㈯

合
唱
練
習

9
㈰
お
笑
い
ラ
イ
ブ（
漫
才+

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
）【
有
料・申
込
要
】①
タ
モ
ン
ズ
60
分
漫
才「
詩
芸
」

47
都
道
府
県
ツ
ア
ー　
②
タ
モ
ン
ズ
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
「
劇
場
版
超
熟
成
ラ
ジ
オ
」
in 

鳥
取

15
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

16
㈰

D
A

N
C

E for REA
L 

ひ
な
ま
つ
り

（
歌
と
ダ
ン
ス
発
表
会
）【
公
開
・
有
料
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

第
25
代
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

　
　
　 

鈴
の
音
大
使
募
集



７　

青
年
部
総
務
委
員
会
・
政
策
提
言
委
員
会

８　

新
年
祝
賀
会
、
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
祝
賀

会
▽
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
例
会

10　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相
談
会

14　

青
年
部
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
委
員
会

15　

企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
仕
組
み
改
善

委
員
会
・
鳥
取
お
城
委
員
会

16　

建
設
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
広

報
委
員
会

17　

金
融
部
会
正
副
部
会
長
会
議

20　

企
画
政
策
委
員
会
視
察
研
修
（
21
日
も
、

大
分
県
宇
佐
市
ほ
か
）
▽
青
年
部
仕
組
み

改
善
委
員
会

21　

定
例
金
融
相
談
会
▽
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会

議
▽
青
年
部
５
役
会

22　

青
年
部
仕
組
み
改
善
オ
ー
プ
ン
委
員
会

23　

女
性
会
新
年
例
会

24　

金
融
部
会
新
春
セ
ミ
ナ
ー
▽
ま
ち
な
か
賑

わ
い
創
出
特
別
委
員
会

27　

青
年
部
対
外
交
流
特
別
委
員
会

28　

青
年
部
理
事
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　３月18日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

１
月
抜
粋

https://www.kokuyo-mvp.co.jp

☎（０８５７）２３-２２２２

☎（０８５７）２２-０５０５
☎（０８５７）２２-０２２２

〒680-0033 鳥取市二階町1丁目117番地

〒680-0824 鳥取市行徳1-155

〒680-0055 鳥取市戎町117

●インテリア雑貨・家具（Am’s）

●貸衣裳（Ｕスタジオ）

くらしの、
いろいろ

●鳥取店
●津山店

〒680-0921 鳥取市古海宇西加路田590

〒708-1125 岡山県津山市高野本郷1406
☎（０８５７）２２-１１１１
☎（０８６８）２１-８１００

〒680-0921 鳥取市古海宇西加路田578 ☎（０８５７）２２-１３１３

商工中金はこれからも中小企業の皆様の安心と豊かさを生み出す
パートナーとして、ともに考え、ともに創り、ともに変わり続けます。

〒680-0031　鳥取県鳥取市本町３-201
鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル１階

TEL 0857-22-3171

人を思う。未来を思う。
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URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

ｚｚｚｚｚｚｚ
ｚ

医療費
（家族分もOK！）

 動画で見る確定申告
確定申告書等作成
コーナーの操作方法などを
動画でご案内

確定申告書等作成コーナーなら
　金額等を入力するだけで
　自動計算で申告書が完成！

すでに

70％約 の方が
e-Taxe-Taxで

申告しています!!

３人 に２人 の方が
e-Tax (電子申告)を 利用

確定申告を提出される方の

税務職員ふたば

確定申告は、自宅から

 チャットボット「ふたば」
ご質問したいことをメニュー
から選択するか、入力いただくと
「税務職員ふたば」（AI）が回答

マイナンバーカードで e－Tax
マイナポータル連携の
詳細はこちら

※e-Tax（電子申告）なら、メッセージボックスから、送信日時や申告内容を確認できます
収受日付印の押なつを行いません申告書等の控えに令和７年１月から

書面で申告書の提出をお考えの方へ…

作成コーナー

鳥取税務署からのお知らせ


